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講演者: Keith W. Hipel教授

気候変動への挑戦：
Systems of Systems Engineering の視点から

特別講演会のお知らせ

日時: 2013年3月4日（月） 15:00-16:30
場所: 京都大学宇治キャンパス 木質ホール
参加料： 無料

ハイペル教授は、現在当分野でもっとも先端的な研究を進めている外国人研究者として、
平成24年度日本学術振興会（JSPS）外国人著名研究者招へい事業により来日しています。

講演概要
気候変動に取り組む責任ある統制に向けた、Systems of Systems Engineering の枠組み
をベースとした統合的・適応型アプローチを提唱します。System of Systems Engineering

の枠組みは、参加型アプローチを用いて様々なステークホルダーの価値観を反映しつつ、
持続可能性や公平性といった目標を達成することが可能です。セミナー後半には、講演者
が研究者・教育者として心がけていることについてお話しいただきます。

講演会の後、懇親会を予定しています。
日時： 2013年3月4日（月）17:00 - 18:30
場所： レストランきはだ
会費： 3,000円

準備の都合上，セミナーや懇親会にご出席いただく場合は、メールにて、
yamasita@imdr.dpri.kyoto-u.ac.jp までお申込下さい。
＜お問い合わせ＞
防災研究所 横松（4279)、山下(4039)

当セミナーは、平成24年度日本学術振興会（JSPS)外国人著名研究者招へい事業の助
成により開催しています。

英題“Tackling Climate Change:A System of Systems Engineering Perspective”
(使用言語：英語）

より詳しい講演概要は以下のウェブサイトでご覧になれます。
http://www.dpri.kyoto-u.ac.jp/web_j/contents/event_text/20130304.pdf


